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	水道水からジアルジアを検出

１２月２５日兵庫県宝塚市の水道水からジアルジアを検出したとの報道がありました。水道水からジアルジアが検出されるのが大変珍しい事例ですので概要とジアルジアについてお知らせします。

事件の概要

水道施設  兵庫県宝塚市○○浄水場（簡易水道）  給水世帯数 約1,000世帯
検査判明  １２月２４日午後４時半頃、浄水場の水質検査をしている兵庫県予防医学協会から連絡

検査結果  ２０日に採取した２０リットルの水道水から原虫（ジアルジア）２個を検出
公    表  １２月２５日午後

住民への対応  広報車で飲用しないよう広報、給水車で給水、ペットボトル配布

公表遅れの理由  水道水の塩素濃度などからジアルジアが死ぬと思っていた。県から指摘を受け公表した。住民には申し訳ない。

  給水再開  １２月３０日（濾過設備の改善、濾過砂の交換、ダム取水口位置の変更、水質の再検査）

ジアルジアとは

  ジアルジア症  日本においての報告は極めて少ないが、世界的にはごくありふれた腸管感染症

病因物質  Giardia lamblia（ランブル鞭毛虫、消化管に寄生する原虫）

大きさ    栄養型虫体は左右対称の洋ナシ型で、長径10～15μm 、短径6～10 μm程度
嚢子は長径8～12μm 、短径5～8μmの長楕円形
  潜伏期間  １～４週間

感染経路  ヒトの糞便に由来するジアルジアの嚢子が食物、飲料水とともに経口摂取され、十二指腸で栄養型になり発症。無症状嚢子排出者もいる。
症    状  下痢、衰弱感、体重減少、腹痛、悪心や脂肪便など。下痢が必発で、非血性で水様ないし泥状便。排便回数は一日20回以上から数回程度と様々で、腹痛は約半数が伴う。多くの場合、発熱は伴わない。成人よりも小児の方が高い感受性を示す。免疫能低下者では虫体が急激に増殖し、激しい下痢のため腎不全に陥ることがある。
免疫機能が正常であれば下痢は5～20日程度の期間の後に、自然に治癒する。

  耐    性  水道水の塩素滅菌では死なない。嚢子の状態だと、環境中でよく耐え、水中で3カ月以上生存したとの報告がある。

  河川調査  平成９年度、全国94河川(277地点)のうち16河川(24地点8.7％)でジアルジアを検出。
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宝塚市の対応と警鐘

平成８年に埼玉県の町営水道でクリプトスポリジウム（原虫）症が集団発生（発症者数8,800名余）しているので、定期的に水道法の水道水水質基準に入っていないジアルジア検査を実施しているものと思います。しかし、予期しなく、ジアルジアを検出したので対応が遅くなったものと思います。

当該浄水場は宝塚市の北部で農村地帯と思われます。全国のこの規模位の浄水能力を持つ水道施設では、同様なことが発生すると考えられ、良い警鐘になると思います。水道供給施設以外でも、浅井戸、湧水使用施設では同様なことが発生すると考えられます。（笈川）
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「水道水に原虫」は間違え？　感染研の検査で見つからず

　兵庫県宝塚市の玉瀬浄水場で昨年末、下痢を引き起こす恐れのある原虫「ジアルジア」が見つかったとして、市は約１０００世帯の水道水を飲用中止にしたが、その後の国立感染症研究所（東京）の検査では、ジアルジアが検出されなかったことが２７日、分かった。
　市が委託した最初の検査で安全な微生物とジアルジアを間違えた可能性が高く、市水道局は「住民を混乱させ、申し訳ない。今後は複数の検査機関でチェックする」と話している。 （共同通信） - 2月27日16時47分更新
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